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1.緒 言

カナ マ イ シ ンの効 力 は よ く知 られ て い る と こ ろ で あ

り,さ らに い くつ か の関 連 物 質 の実 験 報 告 もす で に な さ

れ てい る。今 回私 達 は,明 治 製 菓 株 式 会 社 で新 し く開発 さ

れ た2ノーamino-2'-deoxy-kanamycinす なわ ち ア ミ ノデ オ

キ シ カ ナ マ イ シ ンの提 供 を受 け た の で,口 腔 外 科 領域 で

の 態 度 を 実 験 的 感 染 症 治 療 成 績 を 中心 に 検 討 し て み た。

II.実 験 方 法

私達は以前か ら,新 しい抗生物質め 口腔領域への応 用

に関 して,ラ ッ トの実 験顎炎の治療成績を用いた観 察を

行 なつてい る。すなわ ち,病 原性 ブ ドウ球菌を,ラ ッ ト

の前歯根端部の粘膜下に接種 し,抗 生物質 の投与に よつ

て=炎症発現 の抑制を観察す る実験であ る。抗生物質は菌

株 接種直前か ら投与を開始 し,7日 間にわた り投与を継

続す る。菌株の接種に よつて発現す る実験顎炎は,=炎 症

の相に したがつて分け,変 化 の見 られない ものを(一),

図1の よ うに鼻 の電 曲 した程度 のものを(十),図2の よ

うに 口腔 内あ るいは顔面に膿瘍形成一 自潰 した も の を

('t・t-),さらに 図3の よ うに組 織が 脱 落 して実 質 欠 損 を起

こ して い る も の を(什)と 判 定 して い る。'

使 用 動 物 は 体 重100～120gのWistar系 ラ ノ トを用

い,使 用 菌 株 はStaPh■lococcusaureusRA-2株,お よび

図1腫 脹(十)

図2-2膿 瘍 の 顔 面 自潰

(升)

図2-1膿 瘍 の 口腔 自潰

(什)

覧
図3実 質欠損(什)
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10倍 と定 め て,そ の 燭 々の実 験 群 を表1に 示 した 。 接

種 菌 株 のMICl*StaphylococcusaureusRA-一 一2株 でAKM

6.25mcg/ml,KM12.5mcg/ml,Stapiり,lococcusaureus

RosenbachFDA209P,Jc-1株 でAKMo.39mcg/ml,

KMO.79mcg/m1で あ る。

Staph710coccusaureztsR。senbachFDA209P,JC-1株 の2

株で あ る。 これ らの菌 株 の生 理 食 塩 液SuspensionO.1

m1を 接i種 した が ,そ の接 種 菌 数 は2～5×109で あ る。

接 種 直前 か らア ミ ノデ オ キ シ カ ナ マ イ シ ン(AKM)お よ

び カナ マイ シ ン(KM)の 投 与(筋 注)を 開 始 し,7日 間

投 与 した 。そ の投 与 量 は 感 受 性 試 験 のMICか ら,体 重

相 当 のMIClkgを 推 定 し,MIC量 の1倍,5倍 お よび
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点,(十)を1点,(汁)お よび(惜)を3点 と採 点 して,1

群10匹 のラ ッ トの総和をReactionと して グラフで示

した。Reactionの 高 さが高いほ ど,投 与 した抗生物質

が奏効 していない ことに な り,低 いほ ど抗生物質が奏効

してい ることにな る。その結果が図4～17で ある。

III.実 験 成 績

1群10匹 ずつの実験 各群 の炎症 発現 を,前 項 で述べ

た とお り・(一),(十),(紛,(計)と 判定 して,接 種 後

21日 間観察 した結果 を表2～15に 示す。表に示 した各

群個 々の ラ ノ トの実験顎炎 を,わ か りやす く別図に表わ

してみた。すなわち,得 点 法に よつて判定 の(一)を0
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No.81

No.82

No.83

No.84

No.85

No.86

No.87

Nα88

No。89

No.90

6.25mcg/ml,KMO.78-AKMO.39mcg!m1で あっ

た。実験顎炎 の治療成績 では,前 者接種群では カナマイ

シンよりやや劣 り,後 者接種群 では ほぼ同等の治療成績

が得 られた。

V.臨 床 使 用 経 験

症例は少ないが,東 京歯科大学病院口腔外科を訪れた

rv.考 察

今 回,新 し く開 発 され た ア ミノデ=オキ シ カナ マ ィ シ ン

を,実 験 顎 炎 の治 療 に 用 い て み た 。 そ の結 果,本 剤 は

カナ マイ シ ン よ り もStaPh710ceccusaureusRA-2株,

staph1lecoccusaureusRosenbachFDA209P,Jc-1株 の

MICに おい て,そ れ ぞ れ1段 階 低 いKM12.5-AKM
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十
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1

＼ 踏
Nα111

Nα112

No.lB

No.114

No.115

No.116

Nα117

No。1互8

No.119

No.120

使用 した結果は,急 性化膿性炎6例 の うち5例 が有効

で あつた。感染予防に用いた ものでは,・2次 感染例は1

例 もな く,感 染予防 の目的を果 してい る。副作用は,全

例 中1例 に発現 したが,投 与中止 とともに消 失 して い

る。特にaudiometerを 用いてはいないが聴力障害,腎

障 害が発現 した例は1例 もない。

術中感 染予防 の問題 に関 して,当 大学市川病院の加藤

患 者にア ミノデオキ シカナマイ シンを使用 してみ た。使

用 成績は表16に 示 したが,口 腔領域 の急性化膿性炎6

例,外 傷後 の感染予防3例,手 術後の感染予 防20例,

お よび術中感染予防5例 であ る。 使用量は11ヨ400mg

を原則 とした。使用 日数は2～13日 である。 短期 使用

例 として術中感染予防に用いた ものは1回200m9を 正

回～3回 用いた。
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表16

急性化膿性炎
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疾 患 名

ネ

炎

一モ

膜

グレ

〃

骨

〃

〃

〃

フ底

骨

腔口

顎

1日 量

400mg
妻

200mg

400mg

400mg

400mg

14・ ・mg

投与 日数

日

日

日

日

日

日

Q
」

9
白

9
畠

3

4
▲

3

効果判定

効

効

効

効

効

効

有

無

有

有

有

有

1副 作 用

外傷感染予防

フ
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性別
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年令
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性別 年令

F27

F韮2

F14

M41

Flg

Fls

M嘲51

F45

M37

M34

FI2

F28

M24

M29

F24

F22

F58

M38

M16

MI6

手 術 名

術

術

術

手

手

出

手
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治
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根
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骨

惣

顎
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術

術

術

術

術

術
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術

術

術
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術

術

衛

手

手

手

手

手

出

手

出

出

出
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出
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瘍
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摘
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腫

ン
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歯
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整
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骨
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顎

1日 量

400mg

400mg

400mg

400mg

400mg

400mg

400mg

400mg

400mg

400mg

400mg

400mg

400mg

400mg

400mg

400mg

400mg

400mg

400mg

400mg

投与 日数

13日

7日

7日

10.5日

2日

2日

5日

7日

3日

3日

7.5日

3日

4日

9.5日

5日

5日

3日

7日

5日
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な

な

な
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1副 作 用

発 熱

術中感染予防

性別 年令 手 術 名 1回 量 投与回数 併用薬剤 副 作 用
2

30 F 31 術 後 性 頬 部 嚢 胞 摘 出 手 術 200mg 1回 TC

3葺 F 49 腸 骨一 下 顎 骨 移 植 手 術 200鵬g 1回 CER

32 F 34 歯 根 嚢 胞 摘 出 手 術 200mg 1回 TC

33 M 61 腸 骨一一 下 顎 骨 移 植 手 術 200=ng 3回 CER

34 M 42 下 顎 骨 半 側 切 除 手 術 200mg 2回 CER
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は,腹 部外科で術前1時 間に カナマイ シン19筋 注,閉

創時lgの 創 面注入 を行 なつたと ころ,術 後投与例 と比

較 して,創 面 菌陽性 率が63%か ら30%に 減少,創 面

化膿率は8%か ら2%に 減 少 したと,第15回 日本化学

療法学会に報 告 した。私達 も口腔 領域 の手 術時に,カ ナ

マイシ ン単独あ るいは カナマイシ ン セファ ロリジ ン

の併用を行なつてきたが,結 果はは なはだ よい。 こう し

た見地か ら,術 中の感染予防 にも本剤 を用いてみた。

ア ミノデオキ シカナマイシ ンは,そ の他に も,筋 注に

際 して浸潤時疹痛が少 な く,注 射後 の筋肉痛 も割合少な

い 点 か ら使 用 しや す い。 ま た,ア ナ フ1ラ キ シー シ ョ

ヅクが心 配 され る抗生 物 質 に 比 較 して,テ ス トの い らな

い 点 で も便 利 で あ る。
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 The authers studied experimental and clinical use of  2'—amino-2'—deoxy—kanamycin  (aminodeoxy-
kanamycin),  and obtained  followings: 

  1) In experimental osteitis of jaw in rats affected with Staphylococcus aureus, aminodeoxykanamycin 
was as effective as kanamycin. 

 2) In clinical use, good results were obtained in the treatment of cases such as osteitis of jaw. Side 
effect was observed in  1 case out of 34 cases.




